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北海道からは、沢野天・道社保協事務局長、

精神障害者を支援する会の曾我理恵さん、道

生連・道本部班の高坂千明さん、吉田伸さん

の４人が参加しました。高坂さんの感想を紹

介します。 

１０月２５日に日比谷野外音楽堂で行われ

た集会には、全国から約２，８００人が集ま

り、憲法２５条「健康で文化的な最低限度の

生活を営む権利が私たちにあり、国はそれを

保障する義務がある」を、国がないがしろに

して私たちを苦しめている実情を訴えました。 

２０１３年から始まった生活保護費の引き

下げ、そして全国で行われている新・人間裁

判で争われているにも関わらず、今年の１０

月から更に引き下げを始め、困窮し１日の食

事を２食にしている人たちの生活実態を聞き、

日本は先進国なのに生活保護受給者を保護し

ていない、むしろ人間として扱っていないと

感じます。 

 年金削減については、違憲であり、これか

ら生きて行くために年金を受けている人には、

上げてもらわなければいけない、将来本当に

年金がもらえなくなるという不安は拭えません。 

 ７５才以上の後期高齢者の医療費負担２割 

 

 

 

 

 

 

化は、病気になっても簡単に病院に行

くこともできなくなり、死ね！と言っ

ているようなものです。 

 保育の現場では、人材が不足し、卒

園した児童の資格のある親に働いても

らったり、事務員や園長も現場に出て

いて事務室には誰もいない状態になっ

ている。待機児童が減っているという

が、無認可の所へ入っているだけで、

認可保育園に入れないために利用しているの

で、安心して働くこともできないのです。 

 障害者６５才問題、精神障害者の権利保障、

障害者年金訴訟、社会福祉事業の現場の話を

聞き、生存権として２５条を守り、活かすた

めに新・人間裁判で闘っているだけでなく、

社会保障や社会福祉についても勉強していか

なくてはと痛感しました。 

 日比谷に参加している人たちは、高齢の方

が多く、弁当を作ってきている方もいました。

日本共産党の倉林明子参議院議員が駆けつけ、

激励していただきました。 

 中央集会で厚生労働省に向かってプラカー

ドを向け、シュプレヒコールしました。その

後、厚労省の前に移動して、建物を包囲しコ

ールしました。「憲法２５条を守り、活かそ

う！」の言葉には、とても重い意味があり、

いついかなる時に国民の権利として闘う武器

として大切にしなくてはならないのだ！と思

いました。 

 集会と行動に参加し、「自分は小さいナ」と

思い、しかし、「これから自分ができることは

何か」を考えて、少しづつ前に進もうと思い

ます。 
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